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サンプル間で発現量に差があるタンパク質を網羅的に探索するには、質量分析計
を用いた解析が必須である。しかし質量分析法は本来定性向きの分析法である。そ
のため定量には安定同位体標識法が用いられているが、高価で手技が煩雑である。
私達は安価で簡便な非標識（ラベルフリー）定量法を用いて、手術術前後の患者血
清を比較し、バイオマーカー候補を同定した。あわせて質量分析計を用いたタンパ
ク質の定量法の基礎についても紹介する。


